
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

NO.87 

錐ヶ瀧橋は、第二名神高速道路の亀山 JCT～鈴鹿トンネル間に位置する

山岳橋梁です。下り線は鈴鹿トンネルに接続する西橋梁が完成しており、

7 径間連続 PC 箱桁橋（中橋梁）と 5 径間連続 PC 箱桁橋（東橋梁）を施

工中です。 

第二名神高速道路は完成系 3車線の道路幅員ですが、現在の施工は暫定

2車線対応で行っています。 

▼一般図  

き り が た き ば し

錐 ヶ 瀧 橋  

 断面図   

 側面図   

▼橋梁諸元  

工 事 名：第二名神高速道路 錐ヶ瀧橋（PC 上部工）下り線東工事 

発 注 者：中日本高速道路㈱ 

位  置：三重県亀山市安坂山町字小総～字錐ヶ瀧 

形  式：7 径間連続 PC 箱桁橋（中橋梁）・5径間連続 PC 箱桁橋（東橋梁） 

荷  重：B 活荷重 

橋  長：中橋梁 500m（53.5m+4@90.0m+59.0m+24.5m） 

     東橋梁 375m（56.5m+3@88.0m+51.5m） 

総 幅 員：中橋梁 16.000m～16.743m（有効幅員 14.970m～15.713m） 

(暫定時)：東橋梁 16.738m～24.497m（有効幅員 15.708m～23.467m） 

架設工法：張出し架設工法・固定支保工工法 

ＰＣ鋼材：主鋼材     SWPR7B 19S15.2（アンダーソン工法：外ケーブル） 

             SWPR7B 12S15.2（アンダーソン工法：内ケーブル） 
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▼工程表  

▼設計･施工概要  

１）構造変更のＶＥ提案によるコスト縮減 

本橋は契約後ＶＥ提案方式により発注されており、ＶＥ提案範囲である｢ＰＣ構造の詳細設計｣において、幅員

が大きい東橋梁を3室箱桁構造から2室箱桁構造へ変更しました。これにより、上部工数量の低減によるコスト

縮減を図っています。ウェブ数の減少に伴い床版支間長が大きくなるため、ＦＥＭ解析を用いて床版の設計を行

いました。 

２）拡幅に対応した張出し架設 

本橋の起点側に亀山ＪＣＴがあり、本線へのランプ流入のため、特に東橋梁において幅員がA1橋台に向かって

約8m拡幅しています。そのため、張出し施工においては拡幅対応型ワーゲンを使用しています。 

 全 景    張出し架設状況   

下り線 

（当社施工）

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2丁目1番6号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


